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今年は華世さんと“祝！成人”
１月８日、中央公民館で成人式がありました。今年、町内で成人式を迎
えたのは平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた164人。
式典では、阿部悠太さんが新成人を代表し、成人式を迎えられたことへ
の感謝やこれからの人生に向けての決意を表明しました。また、式典終
了後の「記念撮影」・「恩師と友人との集い」には、鞍手町シティプロモー
ション公認サポーターの山本華世さんがお祝いに駆けつけ、成人者たち
は一緒に写真を撮ったり、話をしたりと大盛り上がりの様子でした。
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町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
と
所
得
税
の
申

告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
町
で
は
、

住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
の
受
付
を
下
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

税
の
申
告

　２月上旬に役場から住民税の「申告のお知ら
せ」のハガキを送付します。ただし、税務署から
ハガキが送付されている人には役場からの通知
はありません。また、ハガキが届かない場合でも
申告が必要な人は下記の申告会場及び日程を参
考に申告してください。
●住民税の申告をしなければならない人　町内に
住所がある人は原則として申告をしなければな
りません（税務署で確定申告をした人や前年中
の所得が給与か公的年金のみの人は、原則申告
の必要はありません）。また、医療費控除などの
諸控除を受けようとする人も申告が必要です

①平成 28年中の収入や所得の分かる書類（年金
や給与の源泉徴収票、事業所得がある人は既
に計算している収支内訳書など）

②国民年金保険料等の納付額が確認できるもの
③生命保険や地震保険などの控除証明書
④印かん（シャチハタ不可）
⑤医療費控除を受ける人は、病院別等に計算し
た明細書及び領収書

⑥事業所得（商店・農業等）や不動産所得がある人
は、収入金額や必要経費を計算した収支内訳書

⑦ 次の⑴から⑶のいずれか１つ。⑴個人番号
カード⑵通知カード及び身分証明書（運転免
許証等）⑶個人番号が記載された住民票の写
し及び身分証明書

⑧扶養親族の個人番号がわかる書類

❶「申告のお知らせ」が複数届いている世帯は、
どなたかがまとめて代理申告もできます。

❷医療費の明細書や収支内訳書が整理されてい
ない場合は受け付けできません。用紙は役場
税務住民課賦課係に備え付けています。

❸生命保険の満期受取金（一時所得）や個人年金
（雑所得）も受取金額によっては申告が必要で
す。申告の際は証明書をお持ちください。

❹遺族年金及び障害年金のみを受給されている
人は申告が必要です。

❺ 例年、筑豊農業共済組合や企業年金連合会
発行の源泉徴収票の提出忘れが多く見られま
す。金額に関わらず、受け取った源泉徴収票は
すべてお持ちください。不足している場合は、
受付できませんのでご注意ください。

住民税 RESIDENCE
TAX

　事業を営んでいる人や給与以外に収入のあるサ
ラリーマン、地代や家賃収入などがある人は、確定
申告をしなければなりません。今年の確定申告と
納税は、２月16日（木）からです。毎年、申告期
限間近になると税務署の窓口が混雑しますので、
申告はできるだけ早い時期に済ませてください。
●申告期限と納期限　▷所得税、贈与税…３月
15 日（水）まで▷個人事業者の消費税及び地
方消費税…３月 31 日（金）まで

　公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ
それ以外の所得金額が 20万円以下の方は所得税
の申告が不要となりました（還付を受けるための
申告書を提出することはできます）。ただし、所
得税の確定申告を要しない場合であっても、個人
年金にかかる雑所得など住民税の申告が必要な
場合があります。不明なときは役場税務住民課賦
課係（☎４２局２１１１番（内線 233・234））ま
でお問い合わせください。

　直方税務署では、次のとおり確定申告相談会場
を開設します。税務署の駐車場には限りがありま
すので、ご来場の際は、公共交通機関等または周
辺の有料駐車場をご利用ください。
●とき　２月 16 日（木）から（土・日・祝日は
除く）。時間は午前９時から午後４時まで（受
付終了間際は混雑しますので、お早めにご来場
ください）

●ところ　直方税務署（直方市殿町９番 10 号）

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の
「確定申告書等作成コーナー」で、申告書を作成
することができます。給与・年金所得者向けの作
成画面を新設し、初めての人も操作しやすい画面
となっていますので、ぜひご利用ください。作成
した申告書は郵送等により提出できます。

確定申告に関するお問い合わせは
直方税務署☎２２局０８８０番まで

所得税INCOME
TAX

整理番号札を午前８時 50 分から配付します。
開場後に申告内容を確認し、受付札と交換します。申告会場及び日程 2月16日

　　　 から

申告は

申
告
さ
れ
る
際
は
、

最
寄
り
の
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

２月 ３月 ３月16日（木） １日（水） ２日（木）
（※土・日は除く） （※土・日は除く）

▼ ▼ 15日（水）

中央公民館
（研修室１）

受付時間
午前　9:00～11:30
午後　1:00～ 4:00

くらじの郷
（機能訓練室）

受付時間
午前　9:00～11:30
午後　1:00～ 4:00

「申告のお知らせ」は２月上旬に郵送 確定申告と納税は２月16 日（木）から

住民税の申告が必要な場合も

確定申告相談会場について

自宅でもできる申告書の作成

申告に必要な書類は

申告の際の注意
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浦
う ら べ

邊ひなたちゃん
平成27 年２月８日生まれ
ひなたちゃん♥２歳のお誕生
日おめでとう♥いっぱいできる
ことが増えて、目が離せなく
なってきたね☆パパもママも
湊もみんなひなたが大好きで
す♥これからも元気に育って
ね☆（父　卓さん・母　安矢加
さん・中山）

熊
く ま い

井琉
る な

愛ちゃん
平成27 年２月６日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう♡
いつも元気いっぱいのるな
ちゃん�これからもお兄ちゃ
んと仲良く楽しく過ごしてね
�（父　勝俊さん・母　亜紀
子さん・古門）

２月生まれ Happy birthday to you.すくすく日記

まちの話題 My Town Topics

▶お待ちしています
　広報「すくすく日記」のコーナー
では、発行月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ子を募集し
ています。３月生まれは、２月
10日（金）までにお申し込み
ください。申し込みや問い合わ
せは、役場政策推進課政策係☎
４２局２１１１番まで。

今年もストップ交通事故�
▶年の初めの交通安全啓発パレード

　日ごろから、私たちの住む町で交通安全の啓発をされて
いる交通安全協会の皆さん。１月４日には、役場で行われ
た交通安全啓発パレード出発式に出席され、その後、啓発
車で町内を走り、飲酒運転の撲滅や子どもと高齢者の交通
事故防止などを呼びかけられました。いつ起こるかわから
ない交通事故。お互いが譲り合う気持ちを持ち、車も歩行
者もルールとモラルを守って交通事故や飲酒運転を防ぎま
しょう。交通安全協会の皆さん、これからも町の交通安全
を見守ってください。

　１月 15 日、役場で鞍手町消防団の出初式が行われ、優
良団員の表彰のほか、火災の早期発見・防火水槽の設置な
どで消防活動に協力された有働徳仁さん、加峰邦彦さん、
川本憲作さんへ感謝状が贈呈されました。その後場所を移
し、宮若市・西鞍の丘総合運動公園で宮若市鞍手郡連合消
防出初式が行われました。今年は１市２町や直方・鞍手広
域市町村圏事務組合消防本部から 400 人以上の団員・署員
が参加。冷たい雪の降る中、観閲や分列行進などで勇壮な
姿を披露しました。また、消防庁長官表彰や県知事表彰な
どでは、多くの団員が日ごろの消防団活動に対する表彰を
受けました。

鞍手町消防団、頭、右�
▶西鞍の丘総合運動公園で宮若市鞍手郡連合消防出初式

　昨年 12 月 23 日、30,000 球のイルミネーション（町商
工会青年部製作）が照らす中央公民館に、プロの音楽家で
ある大曲翔さん（バイオリニスト）、西尾麻衣子さん（ピア
ニスト）を迎え、「真ん中くらてコンサート」が行われまし
た。これは、福岡市と北九州市の真ん中にある鞍手町を PR
しようと、鞍手町シティプロモーション公認サポーターの
山本華世さんの発案で平成 27 年から始まったものです。コ
ンサートでは『戦場のメリークリスマス』や鞍手中学校吹
奏楽部との協演で『情熱大陸』などが演奏され、家族連れ
など約 300 人が光と音の饗宴を楽しんでいました。

冬の夜、光と音の饗
きょうえん

宴
▶中央公民館で真ん中くらてコンサート
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

直
方
鞍
手
精
神
保
健
福
祉
研
究
会
（
ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ
）
は
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
啓
発
と
精
神
障
が

い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
及
び
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
講

演
会
の
開
催
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
ふ
れ
あ

い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
鞍
手
医
師
会
館　

講
堂
（
直
方
市
大
字

山
部
８
０
８
番
地
１
３
）

●
講
演
会　

▽
演
題
＝
生
き
る
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
考
え
る
▽
講
師
＝
矢
野
大
和
さ
ん
（
お
お
い
た

観
光
特
使
、
鷹
取
屋
神
社
宮
司
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
事

務
局
（
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係
）
☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局
４

８
７
５
番
ま
で

町
で
は
、
町
民
・
企
業
等
と
協
力
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
た
め
、
次
の
と
お
り
男
女
共
同
参
画
講
演
会
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
行
い

ま
す
。

●
と
き　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
演
会　

▽
演
題
＝
職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
防
止
に

つ
い
て
▽
講
師
＝
原
田
憲
正
さ
ん
（
福
岡
県
講
師
団
講
師
、
山
九
株
式
会
社
労
政

部
人
権
啓
発
担
当
参
与
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会　

▽
題
名
＝
安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り　

～
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
避
難
所
運
営
に
～

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
係
☎
４
２
局
２
１
１
１
番
ま
で

平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
講
演
会

●
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
係

生
き
る
力
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
考
え
る

ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
講
演
会

●
直
方
鞍
手
精
神
保
健
福
祉
研
究
会
（
ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）

恒
例
の
子
ど
も
ゆ
め
基
金
活
動

親
子
で
本
に
親
し
も
う
�

●
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会

家
族
介
護
教
室
（
交
流
会
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
で
は
、
子
ど
も

ゆ
め
基
金
の
助
成
を
受
け
、
毎
年
恒
例

の
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
師
は
児

童
文
学
作
家
の
く
す
の
き
し
げ
の
り
さ

ん
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
（
午
前
９
時
30

分
開
場
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　

一
人
一
人
が
み
ん
な
た
い
せ
つ　

～
子
ど
も
の

心
に
気
づ
く
と
き
～

●
講
師　

く
す
の
き
し
げ
の
り
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
）

●
託
児　

あ
り

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
と
介
護
を
し
て
い
る
人
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
家
族
介
護
者
交
流
会
を
同

時
に
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、
事
前
の
申
し

込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
認
知
症

や
要
介
護
者
へ
の
食
事
介
助
の
方
法
、
介
護
を
し
て

い
る
人
の
脳
ト
レ
・
運
動
等
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
地
域
で
の
生
活
や
介
護
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
～
認
知
症
や
老
い
に

負
け
な
い
方
法
を
学
ぶ
～
」

●
と
き　

３
月
11
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

時
間
程
度
）

●
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
地

域
交
流
室（
鞍
手
町
大
字
木
月
１
８
２
６
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係

ま
で

子
ど
も
消
防
団
が
「
火
の
用
心
�
」

●
鞍
手
町
消
防
団
第
２
分
団

鞍
手
町
消
防
団
は
、
毎
年
12
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

の
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら
、
団
員
が
地
域
を
巡
回
し
な
が

ら
防
火
を
啓
発
す
る
「
歳
末
夜
警
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
（
平
成
28
年
）
末
、
鞍
手
町
消
防
団
第
２
分
団

で
は
、
中
山
本
村
区
の
子
ど
も
会
と
一
緒
に
歳
末
夜
警

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
消
防
車
に
乗
り
込
む

と
、「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
�
」
と
元

気
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
ベージュの糸で３
目１目の変わり縄編
みのシンプルなベス
トを作ってみました。

東村サチヨさん
（八尋）

森さつきさん
（新北）俳句

昔は孫の手を引い
て初詣に行きました
が、今年は私より背
丈が伸びた高校生の
孫に手を引いてもら
い氏神様に参拝しま
した。
参道では私たちの
俳句が灯籠にぶら下
がり、にぎやかでし
た。来年も元気で来
れますようにお祈り
して参りました。

恙
つ
つ
が

な
く  

八
十
路
の
詣  

手
を
引
か
れ

Relay Essay

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
苦
し
い
の
に
舞
台

の
上
に
立
つ
の
か
。」

こ
れ
は
、
尊
敬
す
る
人
が
言
っ
た
言
葉

で
す
。
私
が
研
究
生
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
劇
団
で
は
、
演
技
＝
感
情
で

は
な
く
、
感
情
を
出
す
前
に
セ
リ
フ
が
き

ち
ん
と
観
客
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
第
一
で

め
ら
れ
ま
す
。
私
に
感
情
に
つ
い
て
の
演

出
が
入
っ
た
の
は
３
か
月
の
中
で
最
後
の

た
っ
た
１
週
間
だ
け
で
し
た
。

週
３
回
の
研
究
所
の
稽
古
に
、
週
６
日

の
本
公
演
の
稽
古
、
自
主
練
習
に
、
一
人

暮
ら
し
の
生
活
、
ア
ル
バ
イ
ト
。
表
現
以

前
の
問
題
が
で
き
て
い
な
い
自
分
へ
の
い

り
あ
っ
た
と
き
に
起
こ
る
会
場
内
の
笑

い
、
役
と
自
分
が
リ
ン
ク
し
た
と
き
の
不

思
議
な
感
覚
、
舞
台
裏
で
の
ハ
グ
。
あ
げ

れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
苦
し
い
の
に
舞
台

の
上
に
立
つ
の
か
。」
そ
れ
は
、一
度
経
験

し
た
あ
の
気
持
ち
を
必
死
に
追
い
か
け
る

し
た
。稽
古
は
ひ
た
す
ら
そ
の
練
習
で
す
。

先
生
の
話
し
た
音
、
リ
ズ
ム
、
テ
ン
シ
ョ

ン
を
真
似
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、
で

き
る
ま
で
何
度
で
も
や
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
本
公
演
の
稽
古
に
な
れ
ば
、
た
っ
た

一
言
の
音
が
取
れ
な
い
だ
け
で
ピ
リ
ピ
リ

し
た
稽
古
場
で
30
分
で
も
１
時
間
で
も
止

ら
立
ち
、
で
き
ず
に
怒
鳴
ら
れ
蹴
ら
れ
、

気
を
抜
け
ば
降
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を

常
に
考
え
、
苦
し
く
て
苦
し
く
て
発
狂
し

そ
う
な
毎
日
で
し
た
。

だ
け
ど
、
本
番
で
舞
台
に
上
が
っ
た
時

の
興
奮
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
相
手
役
と
の
リ
ズ
ム
が
ぴ
っ
た

か
ら
で
す
。
表
現
に
完
璧
は
な
く
、
舞
台

は
生
も
の
で
、
底
知
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
き
っ
と
、
苦
し
く

て
も
、
ま
た
私
は
舞
台
に
立
つ
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和  

瑞
季
さ
ん
（
古
門
・
20
歳
）

VOL
215

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
野
口
美
咲
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
で
は

次
の
と
お
り
、
平
成
29
年
度
家
庭
倫

理
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

町
筋
幸
江
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
倫
理
研
究
所
生
涯
局
顧

問
）

●
入
場
料　

１
千
円

●
託
児　

あ
り
（
要
予
約
）

●
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会
筑

豊
☎
４
２
局
６
６
３
１
番
ま
で

平
成
29
年
度

家
庭
倫
理
講
演
会

●
家
庭
倫
理
の
会
筑
豊

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
に
よ
る
「
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）」
で
、

中
山
地
区
及
び
古
月
地
区
の
13
行
政
区
で
構
成
す

る
北
部
地
区
連
合
自
主
防
災
組
織
が
活
動
備
品
と

し
て
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
燃
料
携
行
缶
、
コ
ー

ド
リ
ー
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。
各
区
長
は
「
自
主

防
災
活
動
の
力
強
い
味
方
に
な
る
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
、
他
の
地
域

も
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
収
益
の

一
部
は
地
域
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、

北
部
地
区
連
合
自
主
防
災
組
織
が
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

●
役
場
総
務
課
庶
務
管
財
係
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです

／２月の休館日は、１日（水）です。
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

今月新しく入りました。 ※２月の新刊は、１日（水）からの貸出となります。

図書室からのお知らせ
２月は「子どものお話し会」はありません。２月 19 日（日）

午前 10 時から児童文学作家・くすのきしげのりさんによる公開
講座を行いますので、ぜひご参加ください。詳しくは４ページを
ご覧ください。

子ども夢基金活動
公開講座を行います

    一般の本

草花たちの静かな誓い（作＝宮本　輝）
蜜蜂と遠雷（作＝恩田　陸）
剣豪夜話（作＝津本　陽）
夜行（作＝森見登美彦）
成田屋の食卓（作＝堀越希実子）
世界で一番たいせつなあなたへ（作＝片柳弘史）

    子どもの本

ヨーレのクマー（作＝宮部みゆき）
ちきゅうがウンチだらけにならないわけ（作＝松岡たつ
ひで）
きょうりゅうもうちゅうじんもパンツがだいすき（作＝
クレア・フリードマン）
ムーミンのともだち（作＝トーベ・ヤンソン）
とびだす・ひろがる！たべものえほん２（作＝古川正和）他

他

INFORMATIONBook

だれのものでもない
岩鼻の灯台
作＝山下明生

今
は
す
っ
か
り

明
か
り
を
消

し
て
そ
の
役

目
を
終
え
た
灯
台
に
、

次
々
と
部
屋
を
貸
し

て
欲
し
い
と
動
物
た

ち
が
住
み
始
め
、
灯
台

は
ま
さ
に
楽
園
の
よ

う
な
に
ぎ
わ
い
と
な

り
、
次
の
人
生
が
始
ま

っ
た
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。
自
分
の
明

か
り
を
消
し
て
み
る

と
、
今
ま
で
見
え
て
い

な
か
っ
た
世
界
が
見

え
、
新
し
い
生
き
方
が

開
け
て
く
る
と
い
う

大
切
な
テ
ー
マ
を
息

づ
か
せ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
は
勿
論
で
あ
る

が
、
大
人
に
進
め
た
い

一
冊
で
す
。

私
た
ち
日
本
人

は
日
本
語
で

生
き
て
い
る
。

古
代
よ
り
日
本
人
の

魂
は
日
本
語
に
よ
っ

て
培
わ
れ
て
き
た
。
本

書
は
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
名
文
が
短
く
記
述

し
て
あ
り
、
声
に
出
し

て
読
む
う
ち
に
、
自
分

の
中
に
す
で
に
忘
れ

て
い
た
日
本
人
の
魂

が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。
黙
読
で
は
味
わ
え

な
い
楽
し
さ
が
あ
る
。

日
本
語
の
宝
石
を
身

体
に
埋
め
る
よ
き
機

会
と
し
て
、
本
書
を
手

に
取
っ
て
声
を
出
し

て
読
ん
で
欲
し
い
と

作
者
は
願
っ
て
い
ま

す
。

声に出して
読みたい日本語②

作＝齋藤　孝

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
渡
辺
栄
子
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な
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Dr. 山本の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
夜
間
頻
尿
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
原
因
で
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
時
の
い
び
き
や
日
中
の
眠
気
を
伴
う
場
合
は
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
も
、
専
門
外
来
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

山
本
雲
平
・
や
ま
も
と
う
ん
ぺ
い
・
平
成
9
年
長
崎
大
学
医
学
部
卒
業
、
長
崎
大
学
病
院
等
で
の
勤
務
を
経
て
平
成
15
年
よ
り
九
州
厚
生
年
金
病
院
（
現
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
九

州
病
院
）
内
科
（
循
環
器
内
科
）
勤
務
。
平
成
25
年
よ
り
済
生
会
八
幡
病
院
勤
務
を
経
て
、
平
成
27
年
４
月
よ
り
く
ら
て
病
院
循
環
器
内
科
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

夜
間
頻
尿
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、寝
る
前
の
水
分
の
と
り
す

ぎ
等
生
活
習
慣
に
よ
る
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。も
し
夜
中
の
脱
水
を

気
に
し
て
水
分
を
取
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、そ
れ
を
減
ら
す
だ
け

で
も
夜
間
頻
尿
が
改
善
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
前
立
腺
肥
大
、

過
活
動
膀
胱
、間
質
性
膀
胱
炎
な
ど

泌
尿
器
科
の
病
気
に
よ
る
も
の
や

原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、意
外
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、重
大
な
原

因
と
し
て
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
時
の
無
呼

吸
に
よ
り
心
臓
か
ら
の
Ａ
Ｎ
Ｐ（
尿

量
を
増
加
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
）の
分

泌
が
亢
進
す
る
こ
と
等
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
症
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

患
者
の
お
よ
そ
70
パ
ー
セ
ン
ト
が

夜
間
頻
尿
を
合
併
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に

夜
間
頻
尿
の
訴
え
で
泌
尿
器
科
を

受
診
し
た
人
の
70
パ
ー
セ
ン
ト
が

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
合
併
し

て
い
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

「
夜
間
頻
尿
」
と
「
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
」は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ

う
で
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
よ
る

夜
間
頻
尿
の
場
合
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
と

い
う
無
呼
吸
の
治
療
で
多
く
の
人

が
夜
間
頻
尿
の
回
数
が
減
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。夜
間

「
夜
間
頻
尿
」
で
お
困
り
の
よ
う

で
す
ね
。
医
学
的
に
は「
夜
中
に
排

尿
の
た
め
１
回
以
上
起
き
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
訴
え
」
を
「
夜
間

頻
尿
」と
い
い
ま
す
。
国
内
の
調
査

で
は
、70
歳
以
上
の
男
性
の
60
～
80

パ
ー
セ
ン
ト
、同
年
代
の
女
性
で
も

40
～
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
夜
間

２
回
以
上
ト
イ
レ
に
い
く
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

人
は
加
齢
と
と
も
に
睡
眠
が
浅

く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、そ
れ
に
加

え
て
夜
間
頻
尿
で
目
が
覚
め
て
し

ま
う
と
、睡
眠
の
質
が
低
下
し
日
中

の
生
活
の
質
も
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、夜
間
頻
尿
が
あ
る
人

は
大
腿
骨
骨
折
が
多
い
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
の
で
き
ち
ん
と
治

療
を
し
た
方
が
よ
い
症
状
で
す
。

頻
尿
で
お
困
り
で
泌
尿
器
科
で
の

治
療
で
改
善
し
な
い
人
、夜
間
の
い

び
き
や
日
中
の
眠
気
等
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

外
来
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

夜
間
頻
尿
と
は
…

夜
間
頻
尿
の
原
因
は
…

泌
尿
器
科
の
病
気
以
外
に
も

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と

夜
間
頻
尿
の
密
接
な
関
係

？
最
近
、
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
て
目
が
覚
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
困
っ
て

い
ま
す
。
年
齢
の
せ
い
と
諦
め
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
60
歳
・
男
性
）
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせです

● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま
で。必ず妊婦本人がお越しください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　個人番号カードまたは個人番号通知
カードと本人確認ができるもの（運転免許証、パ
スポートなど）、妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は
通知（案内）書をご確認ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・
栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ２月 9日㈭ 平成 28 年 9 月 15 日から
平成 28 年 10 月 12 日生まれ

７か月健診
２月23日㈭

平成 28 年 7 月 1 日から
平成 28 年 7 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 28 年 2 月 01 日から
平成 28 年 2 月 29 日生まれ

１歳半健診
２月 2日㈭

平成 27 年 7 月 6 日から
平成 27 年 8 月 2 日生まれ

３歳健診 平成 26 年 1 月 6 日から
平成 26 年 2 月 2 日生まれ

乳幼児相談 ２月14日㈫ 平成 28 年 11 月 12 日から
平成 28 年 12 月 16 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

乳幼児健診・相談

●高血圧の危険性
鞍手町の平成 27 年度特定健診結果をみると、収

縮期血圧 130mmHg 以上の人が 1,091 人中 539 人い
ました。
鞍手町においては、高血圧が原因で若くして脳卒

中などになる人が多く、脳血管疾患による６か月以
上の長期入院に多くの費用を使っているという傾向
があります。
高血圧は無自覚に全身の血管を傷つけ、動脈硬化

を起こし、そこから心臓、脳、腎臓の病気につなが
ります。

●血圧の正しい測り方
「健診だと血圧が高くなる、いつもはこんなに高
くない」という人がいます。これは「白衣性高血圧」
といわれ、将来、高血圧になる可能性があります。
起床前後に血圧が高くなる「早朝高血圧」や夜間に
血圧が高くなる「夜間高血圧」もあり、高血圧が見
逃されることもあります。
高血圧を見逃さないためには普段の血圧の状態を

正確に知っておくことが大切です。朝晩２回、家庭
での血圧を測定しましょう。測定値は記録して、適
切な自己管理や治療に役立てていきましょう。

⇨血管に負担がかからない血圧の基準値は…
　収縮期血圧（上の血圧）が 130mmHg 未満、拡張
期血圧（下の血圧）が 85mmHg 未満（家庭血圧の
基準値は上 125mmHg、下 80mmHg）です。あなた
の値はいかがでしょうか。

　【家庭血圧】測定のしかた

●１日２回 （朝・夜）
⇨朝
・起床後１時間以内
・トイレに行った後
・朝食の前
・薬を飲む前

●測定するときのポイント
・いすに座って１～２分たって

から測定する
・カフは心臓と同じ高さにして

測定する

カフ

INFORMATION

■ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種
　麻しん（はしか）・風しんの予防接種を対象とな
る人に通知しています。通知がきた人は必ず接種し
ましょう。３月 31 日を過ぎると有料になりますの
で、まだ接種が済んでいない人は早めに予防接種を
受けましょう。
● 接種の受け方　かかりつけの医療機関に電話で予
約し接種してください。

● 対象者

● 接種期間　３月 31日（金）まで。接種期間を過ぎ
ると有料になり、１万円程度の料金が発生します

 Ⅱ期（年長学年齢）  　平成 22 年４月２日から
 　平成 23 年４月１日生まれ

忘れていませんか ワクチン接種 ～高血圧を見逃さない！～
家庭血圧を定期的に測りましょう

⇨夜
・就寝前
・入浴や飲酒の直後は

避ける
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～平成 29 年度分の口座振替の申し込みはお早めに～

保険料の前納制度（前払い）をご利用ください
　国民年金保険料額は月額 16,260 円（平成 28 年度）ですが、お支払方法
によって割引料金が設定されています。
　口座振替による前納制度を利用した場合、現金による毎月納付に比べて、
1年度分前納で 4,090 円、２年度分前納で 15,690 円の割引となります。
　便利でお得な口座振替による前納制度をぜひご利用ください。

●引き落とし方法は下記より選ぶことができます
　①２年分の前納（４月～翌々年３月分を４月末日に引落し）
　②１年分の前納（４月～翌年３月分を４月末日に引落し）
　③６か月分の前納（４月～９月分を４月末日、10 月～翌３月分を 10 月末日に引落し）
　④当月末振替（早割、納付期限よりも１か月早く引落し）
　⑤翌月末振替（通常の口座振替）

●事前の申込みが必要です
　新規に口座振替での前納制度を利用する場合や引き落とし方法を変更する場合は、申込が必要です。基礎
年金番号が確認できるもの（年金手帳や納付書）、預金通帳、届出印をお持ちのうえ、役場保険健康課また
は年金事務所で申し込んでください。
　４月末日引落しの前納分は２月末日、10 月末日引落しの前納分は８月末日が申込期限です。手続きが間に
合わなかった場合は、次回の前納振替月までは毎月の振替になることがあります。

●問い合わせ
役場保険健康課国保年金係☎４２局２１１１番または直方年金事務所☎２２局０８９１番まで

※納付額は平成 28 年度の実績で、割引額は保険料を毎月納めた場合と比較した額です。
­２年前納の割引額は、平成 28 年度、平成 29 年度の保険料を毎月納めた場合と比較した額です。

※平成 29 年度の保険料予定額は 16,490 円です（２月下旬に確定した保険料額が告示されます）。
※現金・クレジットカード納付による２年前納は平成 29 年度より可能となる予定です（事前の申出が必要です）。

■平成28年度　国民年金保険料納付額

現金納付 口座振替
割引額 割引額

毎月（通常） 16,260 円 割引なし 16,260 円 割引なし

毎月（早割） 16,260 円 割引なし 16,210 円 50 円

６か月前納 96,770 円 790 円 96,450 円 1,110 円

１年前納 191,660 円 3,460 円 191,030 円 4,090 円

２年前納 ― ― 377,310 円 15,690 円

国民年金からの
お知らせです  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番 SupportCOMMENT
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鞍手町パブリック・コメント制度

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
、

町
の
考
え
方
の
公
表

● パブリック・コメントとは
公的な機関が政策や条例などを制定しようとするときに、広く公（パ
ブリック）に意見・情報・改善案（コメント）を求める手続きのこと
をパブリック・コメントといいます。鞍手町では、住民参画制度の手
法の一つである「パブリック・コメント制度」を導入し、住民の皆さ
んの多様な意見・情報等を計画に反映させることにしています。また、
提出された意見については鞍手町の考え方とともに公表を行います。

　
過
去
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施

設
等
が
今
後
大
量
に
更
新
時
期

を
迎
え
る
一
方
で
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
公
共

施
設
等
の
利
用
状
況
が
変
化
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今

後
の
公
共
施
設
等
の
管
理
方
法

に
つ
い
て
は
全
国
的
に
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
鞍
手
町
で
は
公
共

施
設
等
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、
計
画
的
な
管
理
を
行
い
、

最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
た
め

「
鞍
手
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
「
鞍
手
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
案

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）へ
の

意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

２
月
22
日（
水
）

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、

計
画
案
を
決
定

計
画
案
の
公
表
、意
見
の
募
集

（
原
則
30
日
間
程
度
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

の
流
れ計

画
案
の
審
議

意見提出期限

●
計
画
案
の
情
報
入
手
方
法

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
次
の
公
共
施
設
で
公
表
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

▽
公
表
場
所
＝
役
場
、
中
央
公
民

館
、
く
ら
じ
の
郷

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://

w
w
w
.tow
n.kurate.lg.jp

●
計
画
案
の
公
表
及
び
意
見

　
提
出
期
限 

２
月
22
日
（
水
）

●
提
出
方
法

▽
指
定
の
様
式
で
提
出

公
共
施
設
（
計
画
案
の
公
表

場
所
）
に
備
え
付
け
て
い
る
指
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定

の
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

①
窓
口
（
役
場
総
務
課
庶
務
管

財
係
）
へ
の
持
参

②
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
指
定
の
様
式
を
利
用
で
き
な

　

い
場
合
は
、
➊
住
所
、
➋
氏

　

名
、
➌
連
絡
先
、
➍
提
出
日
、

　

➎
意
見
を
明
記
し
た
用
紙
を

　

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
意
見
の
提
出
が
で
き

る
よ
う
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
専
用

フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
及
び
提
出
先

役
場
総
務
課
庶
務
管
財
係

☎
４
２
局
２
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・

４
２
局
５
６
９
３
番
ま
で



今
月
の
納
税
（
２
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
９

期
分

納
期
限
は
２
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
２
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
８
期
分

納
期
限
は
２
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
・
保
険
料
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が

い
ら
ず
、
納
め
忘
れ
も
な
く

て
安
心
で
す
。
毎
月
15
日
ま

で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月

か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

申
込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機

関
や
役
場
税
務
住
民
課
、
保

険
健
康
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
、
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
28
年
度
分
の
税
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
書
で
納
税
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
手
元
の
領
収
書
で
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
引
き
落

と
し
を
さ
れ
て
い
る
通
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

●
税
種　

町
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

農
作
業
用
車
両
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

農
作
業
用

車
両
な
ど
、

公
道
を
走
ら

な
く
て
も
、

座
席
が
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
原
動
機
を
動
力
と
し
て

動
く
車
両
は
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
で
す
。
ま
だ
登
録

が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

必
ず
登
録
し
て
、
ナ
ン
バ
ー

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額（
年
額
）　

２
千
円（
登

録
は
無
料
）

●
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

役
場

税
務
住
民
課
賦
課
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

２
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
２
月
３
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
２
月
９
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

２
月
16
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
２

月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

　
　

役
場
の
相
談
で
は
、
受
付

順
の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
２
月
２
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

２
月
23
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
２
月

28
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

解
雇
・
雇
止
め
問
題
は

労
働
者
支
援
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

で
は
、「
解
雇
・
雇
止
め
」
問

題
を
テ
ー
マ
と
し
て
集
中
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
労
働
者
、

事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
22
日
（
水
）、

23
日
（
木
）
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

筑
豊
労
働
者
支

援
事
務
所
（
飯
塚
総
合
庁

舎
別
館
２
階
）

●
問
い
合
わ
せ　

筑
豊
労
働

者
支
援
事
務
所
☎
（
０
９

４
８
）
２
２
局
１
１
４
９

番
ま
で

くらしの情報

税
金

相
談

11−2017.２

く
ら
しの
情
報

Calendar
2017 ２
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

☎ 問い合わせ先 ☎
●鞍手町役場…42 局 2111 番

　　　（FAX…42 局 5693 番）
●中央公民館…42 局 7200 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗博物館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番



西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
２
月
10
日
（
金
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談

＝
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に

心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行
政

相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な

た
の
悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
２
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

求
む
。平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生
採
用
試
験
（
５
次
募
集
）

及
び
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
期
日　

３
月
５
日

（
日
）

●
受
験
資
格　

平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間　

２
月
12
日（
日
）

か
ら
28
日
（
火
）
ま
で

●
説
明
会　

▽
と
き
＝
２
月

12
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
及
び
午
後
１
時
か
ら
▽

と
こ
ろ
＝
自
衛
隊
飯
塚
地

域
事
務
所
▽
内
容
＝
自
衛

隊
の
概
要
及
び
自
衛
官
候

補
生
の
説
明
、
質
疑
応
答

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
自
衛
隊
飯
塚

地
域
事
務
所
☎（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

新
一
年
生
に
な
る
皆
さ
ん

「
入
学
通
知
書
」
は

届
い
て
い
ま
す
か

今
年
４
月
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
に
入
学
予
定
の
皆
さ

ん
、「
入
学
通
知
書
」
は
届
い

て
い
ま
す
か
。
１
月
以
降
の

転
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
だ

こ
の
通
知
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
教
育
課
学
校
教

育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
係
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
２
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

６
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
19
日
（
日
）、

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
申

請
に
よ
り
、
障
が
い
者
に
準

ず
る
人
と
し
て
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
税
や
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
が
こ
の
認
定
書

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
が
、
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
人

●
申
請　

本
人
ま
た
は
家
族

が
、
役
場
福
祉
人
権
課
高

齢
者
支
援
係
で
申
請
（
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

架
線
式
蓄
電
池
電
車

「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ａ
」の

導
入
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
平
成
29

年
春
ダ
イ
ヤ
改
正
（
３
月
４

日
）
か
ら
、
架
線
式
蓄
電
池

電
車
を
追
加
導
入
し
、
若
松
・

折
尾
間
で
の
運
行
に
続
き
、

筑
豊
本
線
（
折
尾
・
直
方
間
）

に
お
い
て
も
運
行
を
開
始
し

ま
す
。
こ
の
車
両
は
、
省
エ

ネ
効
果
を
実
現
し
た
車
両
で

あ
り
、
従
来
と
違
い
、
利
用

者
が
ド
ア
の
開
閉
を
ボ
タ
ン

操
作
に
て
行
う
よ
う
に
な
っ

2017.２−12

くらしの情報

町では、臨時職員やパートタイム職員などを
採用する場合、あらかじめ登録している人の中
から採用する登録制度を導入しています。登録
の方法や募集職種などは次のとおりです。なお、
登録しても必ず採用されるとは限りません。ご
了承ください。
●登録方法　登録申請書に写真を貼って必要事
項を記入し、役場総務課人事係へ提出してく
ださい（郵送でも構いません）。登録申請書は、
役場、中央公民館、くらじの郷に置いてあり
ます。また、町のホームページからダウンロー
ドすることもできます

●有効期限　登録の日から１年間
● ４月以降の採用予定職種　▷免許・資格が

不要な職種＝一般事務（パソコン（ワープ
ロ・表計算ソフト）が使える人、10人程度）­
▷免許・資格が必要な職種＝保育士、調理師

●勤務条件　賃金や勤務時間などの勤務条件は、
職種によって異なります。町のホームページ
をご覧になるか、役場総務課人事係までお問
い合わせください

●問い合わせ　役場総務課人事係（〒807－1392­
鞍手町大字中山3705番地）まで

随時、登録を受け付けています

登録してみませんか
臨時職員等登録制度

町では、次のとおり３つの放課後児童クラブ
の平成29年度入所受付を行います。
●とき　２月１日（水）から 28日（火）まで。
時間は学校開校日の午後２時から６時まで及
び土曜日の午前10時から午後５時まで

●申込書配布・提出場所　▷剣北小学校児童＝
鞍手学童保育自然クラブ（☎４２局８０７７番）
▷剣南小学校児童＝剣南学童のびのびクラブ
（☎４３局１７７１番）▷古月・新延・西川・室
木小学校児童＝西川古月学童なかよしクラブ
（☎４３局１７７２番）
●入所条件　保護者が仕事をしている、母親が
妊娠中または出産から間もないなどの理由
で、日中保育ができない家庭の児童

●対象者　鞍手町に住民票があり、鞍手町立小
学校に通学している児童

●保育料　世帯構成、保護者の課税状況等に
よって異なります

●その他　長期休暇等の一時保育を希望される
場合についても、上記期間中に申し込みくだ
さい

●問い合わせ　各放課後児童クラブまたは役場
福祉人権課児童人権係まで

放課後児童クラブの
入所受付を行います

申込は各放課後児童クラブで受け付けます

試
験

お
知

ら
せ



て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
駅

に
掲
出
す
る
お
知
ら
せ
ポ
ス

タ
ー
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｒ
九
州

筑
豊
篠
栗
鉄
道
事
業
部
☎

２
２
局
０
９
８
５
番
ま
で

糖
病
病
及
び
合
併
症

予
防
の
た
め
の
講
演
会

日
本
糖
尿
病
協
会
福
岡
県

支
部
で
は
次
の
と
お
り
、
糖

尿
病
及
び
合
併
症
の
予
防
を

テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
糖
尿
病
の
予
防

法
等
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と
き　

２
月
26
日
（
日
）

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル

宮
田
（
宮
若
市
宮
田
７
２

番
地
１
）

●
内
容　

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
・
血
糖
測
定
、
健
康

相
談
、
管
理
栄
養
士
さ
ん

の
お
話
、
保
健
師
さ
ん
の

お
話
、
教
育
講
演
な
ど

●
教
育
講
演　

▽
演
題
＝
糖

尿
病
に
な
ら
な
い
、
な
っ

て
も
健
康
長
寿
の
た
め
に

▽
講
師
＝
桶
田
俊
光
さ
ん

（
赤
坂
お
け
だ
糖
尿
病
内
科

院
長
）

●
問
い
合
わ
せ　

宮
若
市
保

健
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
☎

５
５
局
６
０
０
０
番
ま
で

70
歳
以
上
の
人
が
対
象

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

町
で
は
、
高

齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
の
減
少

を
図
り
、
運
転
免
許
の
自
主

的
返
納
者
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
町
内
に

住
む
70
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

回
数
乗
車
券
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
が
対
象
で

す
。
①
町
内
に
住
ん
で
い

る
人
（
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
）

②
満
年
齢
70
歳
以
上
の
人

③
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
に
運
転
免
許
証
を
有
効

期
限
内
に
自
主
返
納
し
た

人　

※
免
許
証
の
有
効
期

限
切
れ
に
よ
る
失
効
は
対

象
外
で
す

●
助
成
内
容　

町
の
す
ま
い

る
バ
ス
及
び
も
や
い
タ
ク

シ
ー
の
回
数
乗
車
券
（
１

０
０
円
券
12
枚
つ
づ
り
）

を
20
冊
お
渡
し
し
ま
す　

※
１
人
に
つ
き
１
回
ま
で

●
必
要
な
も
の　

警
察
署
や

自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

で
交
付
さ
れ
た
「
申
請
に

よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」
の
写
し
、
印
か
ん

●
申
込
期
間　

免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
日
（
取
消
通

知
書
の
取
消
日
）
か
ら
１

年
間

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
庶
務
管
財
係

ま
で

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
機
器
の

処
分
期
間
に
つ
い
て

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
、

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
使
用
し
た

機
器
を
、
中
間
貯
蔵
・
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
に
処
分

委
託
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
処
分
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
法

改
正
に
伴
い
、
届
け
出
内
容

の
変
更
、
追
加
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
所
有
す
る
機
器
に

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
処
分
期
間　

▽
大
型
変
圧

器
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
等
＝

平
成
30
年
３
月
31
日
▽
安

定
器
及
び
汚
染
物
質
＝
平

成
33
年
３
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ　

嘉
穂
・
鞍

手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
８
１
２
番
ま
で

くらしの情報

13−2017.２

町では、次のとおり技能習得資金を貸与します。
●利用できる人　専修学校及び各種学校に経済的な理由で
就学することが困難な、中学校・高等学校の新規卒業者
及び当該年度の高等学校中退者

●受付期間　３月１日（水）から５月 12 日（金）まで
●申し込み・問い合わせ　貸与事業の対象となる学校な
ど詳しいことは教育課生涯学習係まで

若年者専修学校等技能習得資金貸与事業

国の教育ローン
●利用できる人　大学、大学院、短大、高校、高専、専門学校、
その他の各種学校などに入学・在学する人の保護者で、
世帯の年間収入や所得が一定基準以下の人（基準額は申
込者が扶養している子の人数によって異なります）

●使い道　入学金や授業料、アパートの家賃などの在学費用
●融資額　学生・生徒１人につき350万円以内
●金利（年）　1.81％（平成28年11月10日現在）。ひとり親家
庭または世帯収入200万円（所得122万円）以下の人は1.41％

●返済期間　15年以内。交通遺児家庭、ひとり親家庭または
世帯収入200万円（所得122万円）以下の人は18年以内

●問い合わせ　教育ローンコールセンター☎（０５７０）
００８６５６番まで

鞍手町奨学金（無利息）
●利用できる人　①町内に引き続き２年以上居住する人
で、高校や大学の学費の支払いが困難な人②日本学生支
援機構などの他団体から奨学金を借りていない人③世帯
の収入が一定基準以下の人（基準は世帯構成によって異
なります）　※鞍手町居住の連帯保証人が２人必要（１
人は父母などの保護者、１人は別世帯の代理弁済能力が
あると認められる人）

●奨学金貸付額（月額）　▷公立高校＝ 11,000 円▷私立高
校・高専＝ 15,000 円▷公立大学＝ 20,000 円▷私立大学
＝25,000 円

●入学支度金貸付額　▷高校・高専＝ 40,000 円▷大学・
短大＝50,000 円

●返済期間　卒業６か月後から返済開始▷高校＝４年以
内▷短大＝３年以内▷大学＝６年以内

●申し込み期限　３月 31 日（金）まで（申請書は教育課
学校教育係で配布します。なお、添付していただく書
類がありますので、早めの手続をお願いします）

●問い合わせ　教育課学校教育係まで

日本学生支援機構（JASSO）の奨学金
●利用できる人　大学、大学院、短大、専修学校、高等専門
学校に入学・在学する生徒で、家計と学力の基準を満たす
生徒（家計の基準は世帯構成によって異なります。学力基
準により、第一種（無利息）と第二種（利息付）があります）

●貸付額（月額）　▷大学院＝50,000 円から▷大学、短大、
専修学校＝ 30,000 円から▷高等専門学校＝ 10,000 円か
ら（国・公・私立別、通学形態別で異なります）　※入
学時の特別増額貸与（利息付）もあわせて希望できます

●問い合わせ　入学後、在学する学校の奨学金担当窓口に
お問い合わせください

あなたの学習意欲を
応援します



　 国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

22
年
２
月
２
日
か
ら
３
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
24
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
と
き
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
３
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
17
年
３
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
２
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場

合
、
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

や
入
院
、
外
来
診
療
で
の
窓
口

負
担
額
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用
認

定
証・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認
定

証
は
、
申
請
し
た
月
の
１
日
か

ら
し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入

院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ
て

交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
場
合
は
、
記
載
さ
れ
て

い
る
有
効
期
限
ま
で
外
来
診

療
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証・
印
か
ん・
過
去
一
年
間

に
90
日
を
超
え
る
入
院
が

あ
っ
た
人
は
、
入
院
期
間
が

確
認
で
き
る
書
類
（
領
収
証

な
ど
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　
　

役
場
保
険
健
康
課
公
費
医

療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

３
月
31
日
ま
で
に

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予

防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
お

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
生
活
習
慣
病
で

治
療
中
の
人
は
受
診
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
診
期
限　

平
成
28
年
３

月
31
日
（
金
）
ま
で

●
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

●
備
考　

健
康
診
査
の
実
施

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【12 月中】 【累　計】
件 数 3 件（－16） 件 数 74 件（－27）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（±10）

傷 者 5 人（－ 4） 傷 者 99 人（－30）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【12 月中】 【累　計】

刑法犯総数 84 件（＋19） 刑法犯総数 1169 件（－120）

車上ねらい 3 件（＋ 1） 車上ねらい 34 件（－ 79）

自転車盗難 0 8 件（± 0） 自転車盗難 148 件（＋ 10）

空き巣 0 7 件（± 0） 空き巣 82 件（＋ 10）

2017.２−14

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

●問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

● とき　２月８日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

休日
　在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

●２月 26 日（日）木原医院（山ヶ崎）
☎４２局５００５番

生活安全課からのお知らせ

（かっこ内は前年比）



医
療
機
関
で
個
別
に
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

受
診
の
際
は
保
険

証
と
受
診
票
が
必
要
で
す
。

受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
再
発
行
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る

65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

３
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
27
年
３
月
２
日
か
ら
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や

介
護
認
定
の
申
請
の
と
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
22
日

（
水
）、
23
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
交
付
・
問
い
合
わ
せ　
　

役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者

支
援
係
ま
で

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
住
宅
や
募
集
戸
数

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
・
申

込
期
間
　
▽
と
き
＝
２
月

27
日
（
月
）
か
ら
３
月
７

日
（
火
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
公
社
直
方
出
張
所
（
福

岡
県
直
方
総
合
庁
舎
一
階
・

直
方
市
日
吉
町
９
番
10

号
）、
役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
☎
（
０
９
２
）
７
８
１

局
８
０
２
９
番
ま
で

農
地
の
賃
借
料
に
つ
い
て

平
成
28
年
中
に
締
結
さ
れ

た
農
地
（
田（
水
稲
）の
部
）
の

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
坦
地
域　

▽
平
均
値
＝

１
万
60
円
▽
最
高
額
＝

１
万
２
千
円
▽
最
低
額
＝

１
万
円
▽
デ
ー
タ
数
＝

５
３
７

●
山
間
地
域　

▽
平
均
値
＝

５
千
７
０
０
円
（
最
高

額
、
最
低
額
い
ず
れ
も

５
千
７
０
０
円
）
▽
デ
ー

タ
数
＝
52

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
農

業
委
員
会
（
役
場
農
政
環

境
課
内
）
ま
で

次
の
方
か
ら
寄
附
（
香
典
返

し
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
か
っ

こ
内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽	

北
園
ヤ
ス
エ
様
＝
大
池
（
克

矢
）

くらしの情報

15−2017.２

愛の
贈

り
も
の

生活サポート＆ケアショップ 自由自在くらて店
介護に必要な用品から、日常生活で活用できる

便利用品まで取り扱っています。

紙オムツやシルバーカー等の配達も行っております。

ご連絡、ご来店お待ちしております。

〠 鞍手町中山 ℡

営業時間 ～ 日曜日のみ ： ～ ：

 

昨年の１月、大寒波の影響により町内で多
くの水道管が凍結し、破裂しました。このよう
に、寒さが厳しくなると水道管が凍結し、破裂
する恐れがあります。露出した水道管には保温
チューブを巻いたり、寝る前に糸が引く程度に
水を流したままにしたりする（図１・２）。また、
メーターボックス内には布やビニール袋に新聞
紙を丸めたものを詰める（図３）と凍結の予防
になります。
水道管が凍って水が出なくなった場合は、ぬ
るま湯をゆっくりかけて溶かしてください。熱
湯をかけると、破損してしまう恐れがあります
ので、ご注意ください。
●問い合わせ　役場上下水道課上水道工務係
まで

凍結した水道管に熱湯は「厳禁�」

水道管の凍結に
備えましょう

（図１） （図３）

（図２）



福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

　

【鮭とほうれん草のグラタン】　１人当たりの栄養価　291kcal

■材料（４人分）
生鮭（４切れ）、塩（小さじ 1/3）、こしょう（少々）、た
まねぎ（160g）、ほうれん草（300g）、バター（大さじ２）、
酒（大さじ４）、水（大さじ４）、牛乳（100cc）、トマト
ケチャップ（大さじ２）、とろけるチーズ（60g）

■作り方
① 鮭は皮を除き、４等分に切って

塩、こしょうをふる。
② たまねぎは薄切りにする。ほうれ

ん草はゆでて水にとり、水けを
絞って４～５cm の長さに切る。

③ フライパンにバターを溶かし、
玉ねぎを１～２分炒める。鮭と酒、水を加え、ふたを
して弱火で２～３分蒸し煮にし、鮭を取り出す。

④ ③のフライパンにほうれん草、牛乳、トマトケチャッ
プを加えて混ぜ、チーズの 2/3 量を加えてとろみをつ
ける。耐熱皿に入れ、鮭をのせて残りのチーズを散らし、
オーブントースターでチーズに焼き色がつくまで６～
７分焼く。

【小松菜の明太子和え】　１人当たりの栄養価　14kcal

■材料（４人分）
小松菜（200g）、しょうゆ（小さじ１）、からし明太子（大
さじ 1.5）、花かつお（適宜）

■作り方
① 小松菜は根元を落とし、４cm の長さに切る。熱湯で

１～２分ゆでざるにあげて水に
とる。

② 小松菜の水気を絞り、しょうゆ
をふって軽く絞る。ボウルに入
れ、明太子と花かつおを加えて
サッとあえ、器に盛る。

テーマ
「正月太りを解消しよう�」

正月太りを解消するには…
・ゆっくり食べる（腹８分目
を目標に、最低でも20分
かけて）
・野菜を毎食食卓に
・味付けは薄味に
・盛り付けは小皿で

・食べにくい食材を利用する
（骨付きの肉や魚・固めに
ゆでた野菜など）
・週に二日は休肝日を

FUKUOKA

KURATE  TOWN

広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー平成 29 年２月号  No.686 編集●広報委員会
発行●鞍手町

●町の人口・12月の人の動き
・人口　16,524 人
・男性　 7,850 人
・女性　 8,674 人
・世帯数  7,530 世帯

（平成28年12月31日現在）

・出生  5 人
・死亡  17 人
・転入  56 人
・転出    39 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

２月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

１ 水

２ 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）

３ 金 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

４ 土

５ 日

６ 月

７ 火

８ 水

９ 木 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、11ページ参照）

10 金 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、12ページ参照）

11 土 建国記念の日

12 日

13 月

14 火 乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）

15 水

16 木 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

17 金

18 土

19 日 男女共同参画講演会（くらじの郷：10時～12時、４ページ参照）
文庫連絡会公開講座（中央公民館：10時～、４ページ参照）

20 月

21 火

22 水 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、15ページ参照）

23 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、15ページ参照）

24 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～、14ページ参照）

25 土

26 日

27 月
固定資産税（第４期分）、国民健康保険税（第９期分）、
後期高齢者医療保険（第８期分）納期限（11ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、12ページ参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、11ページ参照）


